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相手に伝わる答案づくり

～表現力の育成をめざして～

愛知県立古知野高等学校 東 直樹



2/37

１．古知野高校について

２．目標と先行研究

３．実践

① 事前アンケート・テスト

② 実践授業

③ 事後アンケート・テスト

４．今後の課題

目次



3/37

１．古知野高校について

２．目標と先行研究

３．実践

① 事前アンケート・テスト

② 実践授業

③ 事後アンケート・テスト

４．今後の課題

目次



4/37

• 全日制（総合ビジネス科・情報処理科・ 生活文化科・福祉科）

• １・２年次に数学Ⅰ，３年次に数学Ａを履修

• 進路は進学と就職が半々

• 進路のために数学を使う

生徒はごく少数

→ なんのために数学を学習？

１．古知野高校について
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なんのために数学を学習するのか？

→  陶冶的な意義

自らの考えや判断の前提を明確にし，

根拠を示しながら考えや判断について的確な説明をし

て他に理解を得る力はとりわけ重要な力

（新学習指導要領解説 数学編理数編）

２．先行研究と目標
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自分の考えを分かりやすく説明することを求める教師が
多いが、残念なことに分かりやすい説明の具体的な姿が
描き切れていない（黒崎・高橋 2010）

根拠と筋道を明確に説明するための手だて(西森 2017)

• 説明に含めるべき要素や説明の型を示す。

• 説明に含めるべき要素は

「事実」「着想」「根拠」「手続き」「結論」

２．先行研究と目標
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＜着想＞
因数分解の公式が使
えそうだな

＜根拠＞

𝑥2 + 𝑎 + 𝑏 𝑥 + 𝑎𝑏
= (𝑥 + 𝑎)(𝑥 + 𝑏)

＜事実＞
を

因数分解せよ。

＜結論＞

＜着想＞
とりあえず展開するか

＜根拠＞
𝑎 + 𝑏 2 = 𝑎2 + 2𝑎𝑏 + 𝑏2

𝑥 + 1 2 − 4
＜手続き＞

𝑥2 + 2𝑥 + 1 − 4

= 𝑥2 +2𝑥 − 3
(𝑥 − 1)(𝑥 + 3)

２．先行研究と目標
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<目標>

生徒が問題を解くときの思考過程について，

着想や根拠を示しながら説明をするよさを感じ，

読む人にとってわかりやすい記述ができるようになる。

２．先行研究と目標
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対象：１年生５クラス（習熟度別のため半数）

単元：数学Ⅰ 数と式（不等式の利用）

例題：１本100円の団子と１本60円の団子を合わせて

20本買い，代金の合計を1500円以下にしたい。

100円の団子は何本まで買うことができるか。

３．実践
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解答：100円の団子を 𝑥 本買うとすると，

60円の団子は 𝟐𝟎 − 𝒙 本買うことになる。

よって，代金の合計は

100𝑥 + 60 20 − 𝑥 = 100𝑥 + 1200 − 60𝑥

= 40𝑥 + 1200

代金の合計を1500円以下にしたいから

40𝑥 + 1200 ≦ 1500

これを解いて

𝑥 ≦ 7.5

この不等式を満たす最大の整数は7である。

よって，100円の串団子は７本まで買える。

３．実践

例題：１本100円の団子と

１本60円の団子を

合わせて20本買い，

代金の合計を1500円以下

にしたい。

100円の団子は何本まで

買うことができるか。

７ 7.5 ８
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⓪ 通常の授業

① 事前アンケート・テスト（小テスト）

② 実践授業

③ 事後アンケート・テスト（期末考査）

３．実践
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人に伝わりやすい文章を書いたり、説明をしたりできる
ようになりたいと思いますか？

３．実践 ① 事前アンケート・テスト
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自分の書く記述の解答は、読む人に伝わりやすいものだ
と思いますか？（５段階）

３．実践 ① 事前アンケート・テスト
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なぜその点数をつけましたか？（１・２点の人）

• 語彙力がない

• 自分だけがわかればよいと思っているから

• どうしてそのような式ができたのか、なぜそのよう

な答えが出てきたのかの文章を書いていないから

• 長々と書いてわかりにくい

３．実践 ① 事前アンケート・テスト
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小テストの結果（88人）

３．実践 ① 事前アンケート・テスト

解答：100円の団子を 𝑥 本買うとすると，

60円の団子は 𝟐𝟎 − 𝒙 本買うことになる。

よって，代金の合計は

100𝑥 + 60 20 − 𝑥 = 100𝑥 + 1200 − 60𝑥

= 40𝑥 + 1200

代金の合計を1500円以下にしたいから

40𝑥 + 1200 ≦ 1500

これを解いて 𝑥 ≦ 7.5

この不等式を満たす最大の整数は7である。

よって，100円の串団子は７本まで買える。

正答 誤答 合計

42人 11人 53人

40人 ７人 47人

44人 12人 56人

54人 ３人 57人

23人 １人 24人

56人 32人 88人
７ 7.5 ８
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(1) 目標の確認

(2) 記述を比べてみよう

(3) 行間を埋めてみよう

(4) 答案を書いてみよう

(5) 答案を評価してみよう

３．実践 ② 実践授業
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(1) 目標の確認

・何のために数学を勉強するのか？

→ 相手に自分の思いを分かりやすく

伝えられるようになること。（目的の一つ）

・答案は先生に向けて書くものではない。

３．実践 ② 実践授業



22/37

(2) 記述を比べてみよう

３．実践 ② 実践授業
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(2) 記述を比べてみよう 行間を埋めることが大切！

３．実践 ② 実践授業
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(3) 行間を埋めてみよう

(4) 答案を書いてみよう

(5) 答案を評価してみよう

３．実践 ② 実践授業
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(3) 行間を埋めてみよう

(4) 答案を書いてみよう

(5) 答案を評価してみよう

３．実践 ② 実践授業
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(3) 行間を埋めてみよう

(4) 答案を書いてみよう

(5) 答案を評価してみよう

３．実践 ② 実践授業
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模範解答と評価基準を
提示した

(3) 行間を埋めてみよう

(4) 答案を書いてみよう

(5) 答案を評価してみよう

３．実践 ② 実践授業
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(3) 行間を埋めてみよう

(4) 答案を書いてみよう

(5) 答案を評価してみよう

３．実践 ② 実践授業
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今回のような授業で、人に伝わりやすい文章を書いたり
説明したりする力がつくと思いますか？

３．実践 ③ 事後アンケート・テスト
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今回の授業で何を学びましたか？

• 行間をしっかり埋めて丁寧に書いた方が伝わりやす

いということがわかりました。

• 人に伝わる文章を書くには根拠やその過程の説明が

必要なこと。

３．実践 ③ 事後アンケート・テスト
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今回の授業の良かった点・改善点はありますか？

• タブレットでほかの子の書き方を何個も見ることが

できたのがとてもよかったです。

• いいと思う解答をまねしてより分かりやすい説明を

心掛けられたことが良かったです。

• 数学好きになりそうです

３．実践 ③ 事後アンケート・テスト
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今回の授業の良かった点・改善点はありますか？

• 行間を埋めるのが難しかった

• 練習問題をもう少し解きたかった。

• 分かりやすく誰かに文を書く事が苦手なので、今回

の授業はあまり好きではないがこのことを身に着け

れたらとても役に立つと思った

３．実践 ③ 事後アンケート・テスト
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テストの結果（88人）
解答：100円の団子を 𝑥 本買うとすると，

60円の団子は 𝟐𝟎 − 𝒙 本買うことになる。

よって，代金の合計は

100𝑥 + 60 20 − 𝑥 = 100𝑥 + 1200 − 60𝑥

= 40𝑥 + 1200

代金の合計を1500円以下にしたいから

40𝑥 + 1200 ≦ 1500

これを解いて 𝑥 ≦ 7.5

この不等式を満たす最大の整数は7である。

よって，100円の串団子は７本まで買える。

正答者 誤答者 合計

64人 15人 79人

61人 12人 73人

68人 9人 77人

70人 11人 81人

38人 １人 39人

72人 16人 88人
７ 7.5 ８

３．実践 ③ 事後アンケート・テスト
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４．今後の課題

目標：着想や根拠を示して説明する良さを感じ、

記述することができる。

• 他の問題でも意識できるか → 継続が必要

• 日常生活でも意識できるか → ゲームなど？

• 簡潔にまとめることができるか → 発表の機会
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まとめ

目標：着想や根拠を示して説明する良さを感じ、

記述することができる。

実践：記述の比較をして行間を埋めることのよさを

実感し、答案の記述と評価を行う。

結果：テストやアンケートの結果から、

一定の意識づけをできたと考えられる。

課題：他の問題や日常生活でも意識できるようにする。

また、簡潔な表現をできるようにする。


